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子のみを通過させるタイプ（aquaporin – water channel- または orthodox aquaporinとも呼
ばれる）のみであり，現在（2008年末）までのところ，aquaglyceroporin が昆虫にも存在する
ことは否定的であったが，本研究によって aquaglyceroporin タイプの存在とその生理的役割
について，昆虫研究の世界で初めてであることやその分子特性についても概要が説明された。 
以上のように，本学位論文は，昆虫の浸透圧調節機構に関わる水代謝の分子基盤・細胞基盤に
ついて追究し，昆虫生理学上の重要な一歩を踏み出す知見を発信することができた。したがっ
て，本審査会の判断として，博士学位として十分な価値を有すると判定した。 
 
